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仙 解斯十地水七二成三平 リ
、

跡、北 ーー J 、 町上 ヲ 間 ノ リ 紀地 山

ヲ 君日 ヨ ア H宇 ヲ 摺概暦 ノ 地

陸玉 リ 積 ~ 噴溜超曲 ν ‘ 及 －~ －＞、
、

中川五成層 :bl 出 .A 二L ヲ プ J中部臨
、 、
潤 者i 生 ヨ 斯 ース i趨其形北積 ーー 三・ノ』

、
後水~~セ Y J、瓦ア開成二層シア

｜ノ 調後 JV 喰之斯盤十ス、 十ナア丘

雨 査 沼出ヲノ井ノ i•ft 度ソ酢陵

岡 イ山気ス 燃 喰 該 砂 積 東 第、 川性

界九北 克ノレ 料出 砂層 層ニニ J、

ユ 月割3斯モ及ス暦及 J、走紀同シ

費下玉ニ ノ 燈 JV 及 一平 ヲ 暦 平 プ

シ句川麗 、 火国砂 ノ 地西 J、 地東

制I 小毒ス 如用域磯砂 ヲ 北 山 ヲ 方

北 官 JKノV ク エ J、屠磯構西地約卒、

那之調ナ 同水酢 ーー 屠成若 ヲ 南 地

ノ カ査 フ 最 J 、 川護 ア シ ク構 ヨ ーー

中調 ヱノ ーー 之 ノ コ入 リ 砂 成 9 向、
部 査 埋 ヲ 雨 ノV 此 及 東 v 北 ヒ

ヲ ーー 藤田 序 ト 砂粘南頁 ーー 漸

)C. 
l 南従 セ 地数 キ 唐土東岩走次、
流 事 フ ノ 里山 及 壬書 二砂 レ イ民

ミp’ シ レ 1荏 一・ー 瓦砂 リ 寸－ 岩 リ -F 
、

花 タ タ 話E亙 斯 磯 成 度及地 ス
、

館 リ /V 用 ') ノ、 府 ワ ーー 凝質平

附 十厚傾双 山
近 物供 1幅ト瓦ザご斜岩



ノ JV 一 床 Jξ 湯湯 出 言自 律 酔； カ 国 ーー

岩 J 、 ニE 及 ノV ノ ノ ：量毒 ，，、 ヲ 除畑於

石大亦 山 ごE Jll 抗水東鹿 笠草二芝. － ー
プ

ノ 噴温腹僅 ヲ ーー ナ 流 角 一畳 注街l、
裂 一ー・ 泉 ノ ゴJ 採組硫 ノV J毛 仙腐 ク 物

緯 シ 湧庭 － ー 取 県 酸 モ ノV ~t 'L" ーー Jlj 
ヨ ブ 出 々 湯 三／ )II ノ ノ i誌雨 シ 於 ーー

リ 港 A ーー ノ 又 合 ノ、 思 君日 タ プ 合、
一場然 瓦辛 i接 ノ 有 主 JI! 界ノV J、 ＿；~ 

、
尺 ／ レ 新採 場合 ：量 ーー －・ ーー '°E 作 玉

内 上 ト 及取 ノ 習t多 湯 合 筆 未物川

外部t :r: I且 人 設 結大 ノ シ ニ1 タ 枯－ 一・－
ノ 約某 泉越 ケ ヨ ナ J II プ ノレ 著死 J、

高 四 最 ノ 年 ア リ JV ーー 玉 活 ‘ ,,. 、， 主‘y 魚、
サ 町 多 鴎 A ') がJ ヲ 湧川 火 ヨ号 玉類

ーー 内 カ 出 ノV ブ 四 以 出 ノ 山 致 川 ノ

噴外 フ 及 ノ 鹿 丁 プ 二;r. 上焼 果 ノ 生

出 ノ ス 湧
、、、 湯除 ナ ノV 流 山 ヲ 毒 楼、 、

J竜 河現 出 之 ト ノ ヲ 温 ナ ーー 見水 -{.! 

、
其床時甚 ヨ 稽上 よ長 JV 費ノV サ

こ量 ーー 最 タ リ 三宅 統 一 大 シ 一 税 ノレ
、

j誼 ア "£: 盛 上夏湯 基深南 至 シ / 

ーー リ 盛 ナ 流期 ノ 因 Jll 流 フ 醤
、司、． 

、
硫 i毘 ーー ') 約 、目，ー・ )II 二九 ーー A A 務 ナ

、 、 。
酸泉溢其入 d，、 ？岱 是入 JV 政 ソ

ノ J、 泉上町地 岸 レ ノV 湯 時 ス
、

合一 ヲ 流 ノ 方 － ー 蓋玉 ノ 代某：

有 尺 凶及 間 人 J、 ミノ }II Jlj ヨ 流

多 内 出 下 J、 来 目 其 ノ 及 ヲ 71<. 

最外 ス 流河遊下 湧所 叫 之 ヲ



叫 泉更 ア 大 三／ －＇，、 ノ 大 ーー ト 手流 ーー

｜漂 ノ ーー ソ 噴 プ 絶 if~ 釜 j草 毛 ヲ ノ ジ

ノ、 湧其 プ ヨ 黄 = 慮 ＿，・、 キ iロI 入 水 ア

北 出 上小 ヲ 色 J高 大沈 床 JV 量所

方量流量 ヲ 約黄噴 j殿及 、 J、 号ilu日l 

ー ，，、 数 ノ 流呈 色 ヨ 物河 ーー 之毒

ア 多町 i且数 Jξ 尺 ノ ？ ヲ 目宇 堪 ヨ 71<. 

9 カ ノ 泉町 JV 五 i且高 採殆 〆、、 タ J、

プ フ 問湧 渓 J、 寸泉 キ l民 ン’ _A ~毛2・ 主、
湯 サ 計百 出 流硫 ノ ヲ ::r Jえ 大 ーー ーー、
ノ JV 床 シ ノ 黄高 i甚 湯 主 噴増此

JlJ ナ 及瓦東 ／ サ へ 十 ノ ノV カ日 仙：／ti

ト ') 河期 Jc手,_, 浮 ーー I也除華慮潜 j'./ よ長、
並 畔、噴数瀞噴 表尺 f!P 場 i且 ナ

走 ーー 出 町多 出 ヨ ノ チ 度 リ

シ i昆 コミ ノ キ Jミ ') 河 是泣 ノ 甚、
七 泉此 間 ーー JV 深昨 ナ 一 間 タ ス

、
入 湧 開t － ー 操 :c サ ーー ？ 湧 ーー Iロ司 此

回I 出 近 ＿，＞、 ノV 在約 ア ！日 J、 ク i1四凪
J ン、 ノ、 鹿 慮一 リ A 大 シ JR. 、
上 瓦危 々 ヨ jミ プ 此 － ー

プ J、

流 :J訴検 ーー リ :Fi. i{( B司 湧 i容噴

ーー 持； ーー 1fi; 溢寸径 一 出 場 出

於 llf-i シ 出 ア f'} 於 -t 附量

プ 出 7 ヲ セ 十 プ ノレ 近 多、

｜黒
ス 近噴 サ 而尺 7皿E写ll i且 － ー

キ
、

而 ツ 出 JV v ／ 泉 泉於 ヲ

Jll シ キ -t ナ プ 摺 ヲ ナ プ 以

ーー一・ / 難 ノv リ I品 鉢 本 ケ -£: プ
、

ロ： ?fill シ 崩； 而 ｝見 j伏 4通 I/ 1~1 I日J、



孔 モ iン t主 JV 土某：約大多 ア 期 ク、
ノ ｛底 j( 山 ー 盟、 ヲ 間J ー且． ク 此 ヲ 叫，，、

南 タ リ J、 ヨ 惟流返尺 ヨ 又名 噴津、
東 中 秋 リ J毛 出 － ー

ノ ゾ i車 ア 出 一
部 央云 田 察 J、、 J主 泥 窪 少 よ元 リ .A 於、
ノ 火 フ 膝 二高 '¥- JV ::I: 慮 シ ヲ 現 ノレ プ、
火 孔其鹿 ノV ？主 ーー一・ ノ ア ク i品時 ヲ ，」・へ．

孔丘 外角 － ー 地 非流 ') 上 ～ ”・ 大 ifill 、
原 J、輸仙 l!l十 及 サ v 7 流若大 叫 泉

一 東 山 北 津現 JV ア 1且 一時 ク － ー ト ノ

小 部 J、雨 ノ 一 カ ／レ呆ー J、表 僻 噴、
油 ーー 殆郡火少 叉 ーー ヲ 尺 i且 ，、、 シ 出

ア 偏 =-" 界 山 最此 ヨ 1甚 ノ 呆音 寝 J、

？ 在 ト ーー 活 ーー 附 ヲ プ 高 ／ 響 ア 湯、 、
清 ジ 完笠勤 j昆 5li 察 中 サ 湧 高 其 ノ

水 外全 二工 カ 泉 ーー ス 一 ーー 出 }I 昔 川

ヲ 輪 ーー JV J、湧 ノ、 JV 品目 1昆 Jミ フ 響 ーー

描 11J シ 活現 出現 泥泉ノV ス 高 比、
フ ノ プ 火今 ジ ーー 問 ヲ ヲ 此 ク シ、
西 一西 山 哀 又熱歌 i昆 噴 ::1 外 遠甚

宇 部方 一日 j邑 嘗湯 的 .A 出 ロ 瓦 ク タ

ノ ヲ 一 シ セ ア ヲ ーー ノV .A ア 期之少

火破最 プ ノ：v 湧 時事 某 ヲ JV ,JV ヲ ヲ 量

孔壊 =E: 明 :f: 出 J、、 噴 以 i在 ιE 噴 開 ナ

原 -t 高 治 ノ シ 叉出 プ 程｛某 出 ク ソ、
J、 リ ク 一 ナ一 タ 嘗盛黒約量 Jζ ヲ 現、
湯現北 i・ フ ノレ T 色 四 多 ノV 得時

f召 時方年 ン ｛同 t甚 ナ ヲ 尺 -JJ ト 7 盛、
奮 ーー 爆 慮 ，、、 リ lt' 三 深 7 亡~

依一目
都火最 裂 ア £／ iri; ス サ .A ロ、 、



一
まuー上 湯斯活此連 ？ 或湯近沼 JV シ

、
三〆 i;{f. ノ 動 ノ 結 l!t! J、 沼 ノ J、 以 嘗

（ 

十 ーー Jll ナ ノ 女日 シ 出 一 J、 爆 元 来 7 

同 於 － ー
リ 鈴 ク プ 口 尺 現 費 ト 澗熱

分 プ 岐 l民勢 焼概 ，；・、 内 時 ノ、乾渇湯

中 採 出 出 J、 山 国其外水其澗 セ ヲ、、副J

取及若 以 ノ、 '1~ 7f3 ノ ヲ 西 シ ソ ；民
、 、

セ i勇 ク J: 向瓢椀 高 堪部タ j閲3へ

ノレ 出 ，，、 事活形 々 サ へ ーー JV 沼 シ

i温 .A 湧 ク 勤若 ア ーー Jζ ア モ ..＞、 "€: 

泉ノV 出 JV ノ ク ') 噴 ト リ ノ 中硫

ヲ 温 J竜 慮紙 J 、 プ 出 錐 タ ナ 央黄

本泉 ノ 態不 国 ..A 毛 ヲ リ 火採

所 ..> 、 外 ー 規形 JV 溢 事〆 干し 掘

分 多 官旨 ア 貝リ ヲ 毛 泉云 毛 Ji ノ

析量 津 リ 形 ナ ノ ノ フ 湯 ノ 2毒
係 ノ 等 ア ヲ ジ ア !!ti 沼 火 メ

一目 硫 火明 ナ 直 リ 出 ノ 孔 岩

於酸 干し 治 J主 径 或盛 拶ド ーー 石
うP ヲ ノ 年 モ 句，且、4・ ..＞、 水 シ ヲ

分合 附 間 ノ 尺 僅又 以 プ 開

析有 近 ーー ア 一， カ 瓦 来殆撃

-t! .A 慮於 ？ 達 － ー
斯 孔 ン シ

、
v 大 々 ア J屯 湧 ヲ 底 ト 澗

ーー 噴 毛 JV 出 噴 ーー 国 沼

某及 1温 爆 ニE ，ヌ 出 水 形 ーー

結大 泉裂 ノ ノレ ..A ヲ ヲ tJ~ 、
果釜 叉 セ ア -1: i昆 棋－ .§' 三 水

左封： J 、 ソ ヲ ノ よ長 フ .A 三〆
、 、 、 、

ノ ーー lb 其 相 ア J 、 最本 タ
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シ ト 験 カ ，，、 叉 程於 タ 玉 容 フ JV ノ

ブ ご壬 .x 減 水 湧 度 プ 之川 易 Lノ ト 幸

他 裂 J、 逗 井 出 ヲ 流 ヲ 毒 ノ ~・、 ::7 市筒

ーー 協 三－ノ. J竜 ーー 量 メ，..＿乙司・ 水測 フ民 業 可 、2 ナ、
~~ 多 想 ノレ 於 ヲ よ‘ ヲ 定 除 － ー

ナ ア /V 

出 キ フ モ プ 減 円、 分 、，、、 害 ア リ リ ／ 
、

口 地 ーー ノ 水 J屯 タ 析 j( ーー フ 想 －‘ 、． 

ヲ 方 大 ・7・ 位 ;i〆 依 シ ノv 望サ サ 雄 フ ナ、
求 守7」 噴 リ ヲ ／ プ 及 ::7 三j ノV :i= － ー

フ
、

メ JV ーー 此 高 目 以 田 ト プ ナ 附硫 サ

他 ヲ 於 賞 メ ｛均 7 t出 ナ J、 ヲ 近 酸 JV 

B註 以 ケ 伊j 1璽． ヲ 硫 ーー ~ 試 － ー
ヲ ナ

ーー 7 JV ーー カ 以 酸 試 ヲ 験 其 稀 , 
、

噴 某 l寅 鍛 大 プ ヲ 作 以 ノ 産 薄 牒

出 噴 出 、、‘ ナ l民 稀 シ プ 必 出 ナ 嘗

ス 出 量 大 /V 出 議． 被 之要 ナ フ 局

JV 困 ，，、 噴 － ー
口 I S‘ 室手3 ヲ ヲ ク ミノ 者

=-- 難或 ノ 至 ノ フ ノ 摂Ij 想 湧 .t.、 ，，． 

至 す‘ ＿，、 水 ノv J.K L‘ 〆 まu メ，＿.＿じ噌 フ 出 JV 之

戸〆 JV 滅 位 ト 準 i‘ 何 .A モ 量 ーー カ

ナ 一世 3邑 ヲ キ ヲ JV ヲ ノV ノ ヲ J 、 除

キ 王 J屯 高 －＇・、 高 程 試 ナ 滅盤 室"3 

~ L〆 JV メ 噴 よ‘ 度 験 共 リ 退 基 ーー
、

ヲ ，，、 ::> プ 出 へ ヲ 呈ノ ーー 1毘 セ 性撃す
ー皇4・，、

保 或 ト 英力 シ 定 流 下 泉 三‘ノ ノ 手ノ
、

セ J、 ア 噴 若 蓋 よ‘ 水流 噴 i‘ 石 大

ス 裂 フ 出 ク シ 〆、、 ノ 数 出 ノレ 1民 一、
加 綜 M、，，， 量 ＿，、 溢 キ 無 筒 量 ::> 等 議、
之 ヲ 然 ヲ 湧 :fil ナ

i世"" 蕗 J、 ト ヲ 広ヲA己,. 

!k 通 L〆 試 出 又 , ノ ーー 未 ，、 カロ .A 
、

一一



七

由コノ溺回若者 行ミトフ他 9 山

来ト日後ョ後 セナ毛スノュ現、
此能産黒 9 南 ララス火原以象

地 J、額川噴秋 レスへ山因 上 ノ

方サ五油油田 ン除カ活ュ試常

J、レ千田セ郡 コ害ラ勤ョ験ト

石ト石ノリ黒六トニサノリノシ、
油 毛ヨ大卸川 J、封ノV 復ア成ア

ノ其リ噴チ油羽小シナ活多績噴

湧永大油之回低一官アリ、 ス量良出

出 績ナ J、ヵ噴南ノモ而ノV 品好口

セセリ 宰 賓油 切綿毛ユ湧 ＝ ノ

JV ン其前況調秋望家以至出シ位

慮コ勝ノ調査団ス大上レスア置

ナト来盛査 郡ノV ユノ J、 JV 噴 J、

リ J、ュ事ノ 大 黒 ト 塞 試 現ニ出時、
明切開ユ錦正 Jllコ考験時至量々

治ユシシメ三油ロタ，、ユノV ー鑓

ニ望アア小年田 ナ ノV 皐於ヨ時夏

十ム J、 日 官五噴リへ術アト誠シ

六ト I也産同月油 キ上 J、ナ退活

年コ質六地二調 毛趣人キス勤

本 ロ事千ユ十 ノ味力ヲ ノV J、

所ナ上石出六オ且ミニ ュ多ノ保づ時

出リ之以張 fl ：＂／キ以セトュ

版 トヲ上シ溺 ア事テサア消、
ノス断賞タ後 英項之 JV JV 長

油 定ニ 9 黒 之タヲノモア

、回 ス金 川 ヲノV 如ミ他リ、
第ノV 闘 泊 施／何ナ日限｜



ー
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